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消費者がコーデックス委員会の活動を知るために
コーデックス連絡協議会が年に数回開催されています
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コーデックス連絡協議会の案内

コーデックス食品規格など

300を超える食品規格リストが掲載

コーデックス委員会の概要

国際的な位置づけ、組織構成、ステップ、
スケジュールなどが解説されています。

部会、総会の進捗状況を国の担当者が紹介し、関係者
が意見交換をします。2000年に設置され、直近は第
114回（11月7日）を開催。

https://www.maff.go.jp/j/syouan/kijun/codex/

https://www.maff.go.jp/j/syouan/kijun/codex/


コーデックス連絡協議会で議題となる総会、部会等の議論を経た感想

消費者庁ウェブサイトより

コーデックス連絡協議会
• 直近に開催された複数の部会等の報告と、今後開催される
予定の部会の議題を各省庁の担当官が解説する。

• 協議会は、消費者関係者、産業界関係者、学識関係者から
構成されている。必要に応じて臨時委員が参加することも
ある。

• 議事は全て公開されており、議事概要は発言した委員の名
前が入った形で公開されている。

• 関心のある方は、ぜひ傍聴してください。

協議会に参加して（私見）
• 消費者の関心の高い部会（食品添加物、残留農薬、動物用医薬品、食品汚染物質）では、科
学に基づいたリスク評価機関の結果を踏まえて「消費者の健康保護」を確保するための検討
が長年積み重ねられ、私たち「食の安全」「消費者の健康保護」につながっている。

• 議題によって各国間の意見の隔たりが大きく、結論が出ずに投票となるケースもある。
• 最近では、WHOの関心事項なども踏まえて環境問題、ワンヘルスアプローチ、フードテック
等、議論が拡大され、より複雑になり議論が硬直する場面が増えている。

• 部会によってはコーデックス委員会の目的から離れ、学術的に偏る感を受けることもある。
• 部会の新規作業の提案によっては、特定の国の思惑が強く出ることがあり不公平感がある。
• 新興課題の対応では、複数の部会で同時期に取り上げることもあり、担当がわかりにくい。
• ステップが進んだ段階で分析部会などの他部会の段階を踏むと進まなくなるなど、各部会の
連携が悪いと感じることがある。

• 日本は上記の部会では、積極的に発言して各国をリードする場面も多く、今後も期待したい。
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1. コーデックス委員会の各部会の間でも、連携には課題がある
と感じる。今後、新興課題が次々と増える中で、各国の意見
の隔たりも大きい場面もある。日本の対応部局が連携して、
迅速に取り組んで頂くことを期待する。

2. 日本においては今後、食品衛生基準と食品安全監視の両者の
連携がさらに重要になる。コーデックス委員会の規格やガイ
ドラインを参考にしつつ、日本における「消費者の健康保
護」を確保して頂きたい。

3. 現在第５期消費者基本計画の策定に向けて作業がされてい
るところである。コーデックス委員会への対応、食品衛生
基準行政の強化などが示されるなどにより、消費者の「食
の信頼」につなげて頂きたい。

4. 現在、消費者庁では食品安全、食品表示のグローバル化を
大きな課題としている。庁内の専門家の育成やリスクコ
ミュニケーションの強化にも期待したい。
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コーデックス委員会・日本の担当部局 それぞれ連携強化を
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